
　日本機械工業連合会は１月 日、東京都港区の機械振興会
館でシンポジウム「理数系基礎学力の強化とモノづくり人材
育成の課題」（モノづくり日本会議共催）を開催した。西村
和雄京都大学経済研究所特任教授が基調講演したほか、国内
外の企業、大学からパネリストを招き「物理を中心とする理
数離れと日本の製造業（モノづくり）の将来」と題し２部構
成のパネル討論会を開いた。約 人の聴講者が訪れた。

日機連と共催

基調講演京都大学経済研究所特任教授西村和雄氏
パネル討論会・第一部パネル討論会・第二部

シンポジウム理数系基礎学力の強化とモノづくり人材育成の課題
「
物
理
を
中
心
と
す
る
理
数
離
れ
と
日
本
の
製
造
業
（
モ
ノ
づ
く
り
）
の
将
来
」

学
校
教
育
根
本
か
ら
見
直
し
必
要

　
パ
ネ
ル
討
論
会
・
第
一
部

に
は
パ
ネ
リ
ス
ト
に
久
保
司

郎
大
阪
大
学
学
際
融
合
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
大
学
院

工
学
研
究
科
機
械
工
学
専
攻

教
授
、
渡
邉
恵
理
子
電
気
通

信
大
学
先
端
領
域
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
特
任
助
教
、
森
下

信
横
浜
国
立
大
学
大
学
院
環

境
情
報
研
究
院
教
授
・
環
境

情
報
研
究
院
長
・
学
府
長
、

戸
瀬
信
之
慶
応
義
塾
大
学
経

済
学
部
教
授
、
野
崎
晃
平
豊

田
自
動
織
機
常
務
執
行
役
員

が
登
壇
。
大
森
不
二
雄
首
都

大
学
東
京
大
学
教
育
セ
ン
タ

ー
教
授
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
を

務
め
た
。

□
　■

　
大
森
氏
は
「
日
本
の
モ
ノ

づ
く
り
は
理
工
系
が
支
え
て

き
た
。
た
だ
現
在
、
理
工
系

人
材
の
育
成
は
順
風
満
帆
で

は
な
い
。
基
礎
学
力
に
問
題

が
あ
り
、
教
育
の
改
善
や
改

革
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ

の
意
識
を
産
業
界
で
共
有
し

て
い
き
た
い
」
と
パ
ネ
リ
ス

ト
に
問
題
を
提
起
。
久
保
氏

は
初
年
次
教
育
や
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
大
阪
大
で
の
理
数

系
基
礎
学
力
の
確
保
に
向
け

た
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

「
機
械
工
学
科
目
で
は
制

御
、
機
械
力
学
、
熱
力
学
、

流
れ
学
、
材
料
力
学
の
コ
ア

科
目
を
準
必
修
と
し
て
週
二

回
の
講
義
や
演
習
・
実
験
と

組
み
合
わ
せ
て
い
る
」
と
発

言
。
基
礎
学
力
・
専
門
知
識

を
核
に
国
際
性
や
教
養
、
デ

ザ
イ
ン
力
の
育
成
に
も
力
を

注
ぐ
。
理
数
系
学
力
の
低
下

に
つ
い
て
は
「
大
学
全
入
時

代
に
お
け
る
推
薦
入
試
や
Ａ

Ｏ
入
試
の
広
が
り
、
ゆ
と
り

教
育
に
原
因
が
あ
る
」
と
報

告
し
た
。

　
渡
邉
氏
は
日
本
の
女
性
研

究
者
の
割
合
の
極
端
な
低
さ

を
問
題
視
し
、
「
初
等
教
育

か
ら
の
理
科
離
れ
、
固
定
観

念
、
理
系
に
進
ん
だ
場
合
の

未
来
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ

た
課
題
が
あ
る
」
と
述
べ

た
。
電
気
通
信
大
は
女
子
学

生
向
け
の
情
報
発
信
を
強
化

し
、
モ
ノ
づ
く
り
に
関
わ
る

機
会
の
創
出
に
も
取
り
組

む
。
学
内
に
ロ
ボ
メ
カ
工
房

な
ど
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
補

完
す
る
「
楽
力
工
房
」
が
あ

り
、
「
大
学
で
モ
ノ
づ
く
り

に
没
頭
で
き
る
環
境
を
整
備

し
て
い
る
」
と
強
調
し
た
。

　
森
下
氏
は
「
工
学
部
は
進

学
希
望
者
が
激
減
し
一
人
負

け
状
態
だ
。
情
報
が
高
校
生

に
き
ち
ん
と
伝
わ
っ
て
い
な

い
」
と
述
べ
、
早
期
工
学
人

材
育
成
事
業
の
詳
細
を
発

表
。
こ
れ
は
企
業
な
ど
か
ら

若
手
・
熟
練
技
術
者
を
派
遣

し
て
も
ら
い
、
高
校
生
に
工

学
教
育
を
実
施
す
る
取
り
組

み
。
「
高
校
生
に
技
術
を
目

の
前
で
見
せ
、
高
校
教
諭
に

も
一
緒
に
参
加
し
て
も
ら
う

こ
と
が
大
事
。
人
材
育
成
は

成
果
が
見
え
づ
ら
い
が
、
社

会
全
体
で
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
大
学
は
企
業

と
高
校
を
結
ぶ
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
と
し
て
の
役
割
も
あ

る
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　
戸
瀬
氏
は
「
理
工
系
大
学

の
１
、
２
年
生
は
基
礎
科
目

に
か
け
る
時
間
数
を
増
や
す

べ
き
だ
。
少
な
く
と
も
１
・

５
倍
以
上
に
し
な
け
れ
ば

年
前
に
教
え
て
い
た
内
容
を

教
え
き
れ
な
い
」
と
発
言
。

ゆ
と
り
教
育
の
弊
害
に
つ
い

て
も
論
じ
、
「
貧
弱
な
中
学

の
数
学
で
は
、
高
校
の
物
理

を
支
え
き
れ
な
い
。
教
育
を

積
み
上
げ
て
い
く
と
い
う
発

想
が
な
い
」
と
語
気
を
強
め

た
ほ
か
、
「
科
目
は
便
宜
的

な
境
界
に
す
ぎ
な
い
の
に
、

大
学
の
経
済
学
部
で
も
数
学

が
経
済
に
役
立
つ
と
い
う
こ

と
が
分
か
ら
な
い
学
生
が
多

い
」
と
語
っ
た
。

　
野
崎
氏
は
豊
田
自
動
織
機

の
新
入
社
員
教
育
や
人
事
制

度
を
紹
介
。
新
入
社
員
の
実

態
を
調
査
す
る
た
め

年
か

ら
算
数
テ
ス
ト
を
実
施
し
た

が
、
「
理
系
学
生
の
８
割
が

大
学
院
を
出
て
い
る
が
、
そ

れ
で
も
点
数
が
低
か
っ
た
。

年
代
の
入
社
社
員
の
平
均

点
と
比
べ
明
ら
か
に
劣
っ
て

い
る
た
め
、

年
か
ら
は
採

用
を
厳
選
し
た
」
と
実
情
を

吐
露
。
電
気
自
動
車
や
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
車
の
研
究
開
発
に

必
要
な
理
科
系
項
目
の
多
く

が
教
科
書
か
ら
削
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
指
摘
し
、
「
企

業
が
入
社
後
に
高
校
の
授
業

を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
が
国
際
競
争
力
低

下
の
原
因
だ
。
教
育
を
根
本

か
ら
見
直
し
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。

物理の学力低下深刻

　
講
演
し
た
西
村
氏
は
大
学

生
の
数
学
の
学
力
調
査
結
果

を
示
し
、
「
数
学
離
れ
が
理

科
離
れ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
い
ま
理
科
離
れ
の
中
で

特
に
物
理
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
。
「
大
学
受

験
で
数
学
を
選
択
し
た
か
ど

う
か
、
ま
た
理
系
と
文
系
で

平
均
年
収
を
比
べ
る
と
、
数

学
受
験
と
理
系
の
人
の
方
が

そ
れ
ぞ
れ
約
１
０
０
万
円
高

い
。
正
社
員
の
役
職
者
の
割

合
も
理
系
が
多
く
、
企
業
は

理
系
を
求
め
て
い
る
」
。
し

か
し
学
生
の
意
識
調
査
で
は

「
数
学
と
理
科
は
苦
手
だ
け

で
は
な
く
、
役
に
立
た
な
い

と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
ま
た
西
村
氏
は
「
国
際
競

争
力
ラ
ン
キ
ン
グ
で
ト
ッ
プ

だ
っ
た
日
本
は
１
９
９
０
年

代
半
ば
か
ら
低
迷
し
、
い
ま

は
ア
ジ
ア
の
中
で
も
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
台
湾
、
マ

レ
ー
シ
ア
、
中
国
、
韓
国
に

抜
か
れ
て
い
る
」
と
報
告
。

台
湾
や
韓
国
で
の
理
数
教
育

や
英
才
ク
ラ
ス
制
度
を
引
き

合
い
に
出
し
、
日
本
は
基
礎

教
育
か
ら
英
才
教
育
に
至
る

ま
で
遅
れ
て
い
る
と
述
べ
、

「
こ
れ
が
国
際
競
争
力
の
低

下
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
と

警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

小
学
校
か
ら
理
数
英
才
ク
ラ
ス
導
入
を

　
パ
ネ
ル
討
論
会
・
第
二
部

の
モ
デ
レ
ー
タ
ー
は
八
木
匡

同
志
社
大
学
経
済
学
部
教
授

で
、
パ
ネ
リ
ス
ト
に
金
東

韓
国
・
大
邱
教
育
大
学
教

授
、
ホ
ル
ガ
ー
・
ヴ
ィ
ッ
テ

ィ
ヒ
ド
イ
ツ
機
械
工
業
連
盟

Ｖ
Ｄ
Ｍ
Ａ

日
本
代
表
事

務
所
代
表
、
加
藤
五
郎
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
・
ポ
リ
テ
ク
ニ

ッ
ク
州
立
大
学
教
授
、
デ
イ

ビ
ス
・
ピ
ー
タ
ー
・
ク
リ
ス

ト
フ
ァ
テ
レ
コ
グ
ニ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役
、
榊
裕
之
豊
田

工
業
大
学
学
長
が
列
席
し

た
。

□
　■

　
八
木
氏
は
「
日
本
の
技
術

力
は
世
界
で
ト
ッ
プ
だ
が
、

国
際
競
争
力
は
な
ぜ
低
下
し

て
い
る
の
か
。
基
礎
学
力
の

低
下
な
ど
の
問
題
は
シ
ス
テ

マ
チ
ッ
ク
に
起
き
て
い
る
の

か
、
ま
た
政
策
の
問
題
な
の

か
。
他
国
の
仕
組
み
を
調
べ

る
な
ど
国
際
比
較
も
必
要

だ
」
と
語
り
、
パ
ネ
リ
ス
ト

に
発
言
を
促
し
た
。
金
氏
、

ホ
ル
ガ
ー
氏
、
デ
イ
ビ
ス

氏
、
加
藤
氏
は
そ
れ
ぞ
れ
韓

国
、
ド
イ
ツ
、
豪
州
、
米
国

の
教
育
事
情
を
交
え
、
日
本

の
基
礎
学
力
低
下
問
題
に
つ

い
て
意
見
を
述
べ
た
。

　
金
氏
は

年
に
改
訂
さ
れ

た
韓
国
の
教
育
課
程
に
つ
い

て
、
「
自
然
現
象
と
事
物
に

興
味
と
好
奇
心
を
持
っ
て
理

科
の
基
本
概
念
を
理
解
し
、

科
学
的
思
考
力
と
創
意
的
問

題
解
決
力
を
養
い
、
日
常
生

活
の
問
題
を
解
決
す
る
科
学

的
素
養
を
育
て
る
の
が
目

的
」
と
説
明
。
科
学
的
素
養

を
育
て
る
た
め
探
求
、
実
験

授
業
、
グ
ル
ー
プ
活
動
な
ど

多
様
な
教
育
を
盛
り
込
み
、

韓
国
が
早
期
か
ら
の
理
科
教

育
に
乗
り
出
し
て
い
る
と
紹

介
し
た
。
ホ
ル
ガ
ー
氏
は
、

Ｖ
Ｄ
Ｍ
Ａ
の
活
動
を
中
心
に

ド
イ
ツ
の
教
育
事
情
を
発

表
。
座
学
と
実
務
・
職
業
訓

練
を
並
行
す
る
デ
ュ
ア
ル
シ

ス
テ
ム
の
現
状
も
報
告
し
、

「
学
生
に
早
い
段
階
か
ら
仕

事
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
説
明

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人

口
減
少
の
中
で
、
企
業
と
教

育
機
関
が
連
携
し
、
ド
イ
ツ

も
日
本
も
後
進
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
育
成
を
奨
励
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
強
調
し
た
。

　
デ
イ
ビ
ス
氏
は
「
豪
州
で

は
企
業
も
教
育
機
関
も
キ
ャ

リ
ア
パ
ス

人
材
育
成
プ
ラ

ン

の
多
様
化
に
力
を
注
ぐ

一
方
、
選
択
肢
が
複
数
あ
る

こ
と
の
認
識
を
高
め
る
た
め

に
中
学
・
高
校
か
ら
そ
の
ガ

イ
ダ
ン
ス
が
非
常
に
重
要
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
発
言
。

情
報
通
信
技
術
の
研
究
や
開

発
支
援
を
手
が
け
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
を
立
ち
上
げ
た
デ

イ
ビ
ス
氏
は
社
員
と
し
て
の

日
本
人
に
対
し
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
欠
け
て

い
る
と
感
じ
る
」
と
述
べ

た
。
加
藤
氏
も
「
米
国
の
大

学
で
は
成
績
が
満
た
な
い
と

退
学
警
告
を
受
け
る
。
こ
れ

で
切
羽
詰
ま
っ
て
頑
張
る
学

生
も
い
れ
ば
、
退
学
と
な
る

学
生
も
い
る
。
し
か
し
大
学

を
何
度
キ
ッ
ク
ア
ウ
ト
し
て

も
戻
れ
る
仕
組
み
が
あ
る
。

日
本
は
裕
福
で
学
生
が
切
羽

詰
ま
る
こ
と
も
な
か
な
か
な

い
。
し
か
し
こ
の
現
状
を
放

っ
て
お
く
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
中
で
国
際
的
に
切
羽
詰
ま

る
こ
と
に
な
る
」
と
厳
し
い

意
見
を
述
べ
た
。

　
榊
氏
は
「

学
力

は
整

理
さ
れ
た
知
見
を
効
率
よ
く

吸
収
・
消
化
す
る
力
だ
が
、

研
究
力

は
現
象
の
中
に

感
じ
た
不
思
議
を
解
き
明
か

そ
う
と
す
る
力
」
と
定
義

し
、
効
率
だ
け
を
考
え
る
と

研
究
力
は
育
た
な
い
と
指

摘
。
さ
ら
に
「
新
た
な
も
の

を
生
み
だ
す
力
が

創
造

力

で
、
こ
れ
が
モ
ノ
づ
く

り
に
必
要
な
部
分
だ
。
基
礎

は
も
ち
ろ
ん
必
要
だ
が
、
そ

れ
を
百
科
事
典
的
に
学
ぶ
の

で
は
な
く
、
創
意
工
夫
こ
そ

が
命
だ
」
と
強
調
し
た
。

　
討
論
会
終
了
後
に
西
村
氏

が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
総
括

し
、
理
数
系
基
礎
学
力
を
強

化
す
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

改
革
を
提
言
し
た
。
西
村
氏

は
「
小
学
１
年
生
か
ら
理
科

を
教
え
る
よ
う
に
す
る
べ
き

だ
。
現
在
は
小
学
３
年
生
か

ら
で
あ
り
、
そ
し
て
昔
の
中

学
校
の
理
科
が
今
の
高
校
１

年
生
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

こ
れ
が
物
理
、
生
物
、
化
学

の
教
育
を
圧
迫
し
て
い
る
」

と
分
析
。
小
学
１
年
生
か
ら

理
科
を
始
め
れ
ば
現
在
高
校

１
年
生
の
科
目
で
あ
る
「
科

学
と
人
間
生
活
」
を
中
学
校

に
戻
せ
る
。
「
こ
れ
で
高
校

で
の

生
物
基
礎

物
理

基
礎

化
学
基
礎

の
理

科
３
科
目
学
習
が
可
能
に
な

る
。
ま
た
小
学
・
中
学
校
、

公
立
高
校
で
も
理
数
英
才
ク

ラ
ス
を
導
入
す
る
べ
き
だ
」

と
締
め
く
く
っ
た
。

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ２月１７日 金曜日 　　


